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使用済燃料溶解液を用いて，溶解液温度等をパラメータとした水素発生試験を実施し，水素発生 G 値を評

価した。溶解液温度が高くなるにつれて水素発生 G 値は低くなる傾向を示すことを確認した。また，溶解液

を撹拌(バブリング)した条件と沸騰条件を比較すると，沸騰条件の方が水素発生 G 値は低くなった。 
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1. 緒言 

再処理施設において取り扱う溶液について，水素発生 G 値の温度依存性に関する研究は極めて少ない。こ

のため，使用済燃料を溶解調製した燃料溶解液を用いて，温度等をパラメータとした水素発生量の測定を行

った。本報告では，使用済燃料溶解液を用いた水素発生試験結果と評価した水素発生 G 値の温度依存性につ

いて報告する。 

2. 実験方法 

使用済燃料溶解液を用い，①撹拌(バブリング)試験(ホットセル内温度)，②静置試験(ホットセル内温度)，

③静置試験(70 ℃)，④静置試験(90 ℃)，⑤静置試験(沸騰条件：105 ℃以上)の 5 条件で水素発生試験を実施し

た(繰り返し数は 3 回)。各温度条件で得られた水素濃度から，既報[1]の式(1)及び(2)を用いて水素発生 G 値を

算出した。 

          

3. 結果 

 各温度条件において水素発生 G 値を評価した結果を図に示す。今

回の試験条件では，静置条件においては溶液温度が高くなるにつれ

て水素発生 G 値が低下する傾向を示した。また，撹拌条件(バブリ

ング)に比べ沸騰条件は，水素発生 G 値が低くなった。使用済燃料

溶解液を用いた水素発生 G 値の結果と模擬高レベル廃液に対して

γ線照射試験を実施した結果[1]を比較すると，同等であることを確

認した。 
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G(𝐻𝐻2)：水素発生 G 値   

ρ：燃料溶解液密度 [g/cm3] DR：燃料溶解液の吸収線量率 [kGy/h] CH2：水素濃度 [ ppb (L/L に換算)] 

Qair：定常状態における高純度空気の掃気速度 [NL/s] 

QH2：水素生成速度 [μmol/cm3・s（式(1)），NL/s（式(2)）] 

図 水素発生 G 値の温度依存性 

𝑄𝑄𝐻𝐻2 = 2.88 × 10−5 × 𝐷𝐷𝐷𝐷 × 𝐺𝐺(𝐻𝐻2) × 𝜌𝜌・・・(1) ， 𝐶𝐶𝐻𝐻2 = 𝑄𝑄𝐻𝐻2
(𝑄𝑄𝐻𝐻2+𝑄𝑄𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎)

・・・(2) 
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